
＜障害者基本法に基づく計画＞

「みやぎ障害者プラン」中間案の概要について
平成2 9年 1 0月 1 0日
宮 城県 障 害福 祉課資料１－２

共
に
生
活
す
る
た
め
に

心のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの推進

●現状と課題に社会ﾓﾃﾞﾙ
の考え方を追記【P40】
●出前講座のﾃｰﾏと狙い
を追記【P41】
●地域交流に学校や関係
団体の連携を追記【P42】

情報のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの推進
●難病患者のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
支援を追加【P45】

誰もが住みやすい
まちづくりの推進

●交通事業者への運賃減免
の働きかけを追加【P47】

共
に
生
活
で
き
る

地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

相互理解の促進

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援

地域における生活の
場や活動の場の確保

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの
まちづくり推進

権利擁護のための
施策の充実

い
き
い
き
と
生
活
す
る
た
め
に

活動・活躍の
機会創出・参加促進

－

多様なﾆｰｽﾞに
対応したきめ細かな
教育の充実

●特別支援学校のｾﾝﾀｰ的
機能の説明を追記【P52】
●特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
の説明を追記【同】

雇用・就労の促進

●就労移行支援事業所の
機能強化を追加【P54】
●若年性認知症の人の
支援等を追加【同】

い
き
い
き
と
生
活
す
る
た
め
に

教育の充実

雇用・就労の促進

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝや
芸術文化活動の振興

安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に

相談支援体制の拡充

●発達障害者支援ｾﾝﾀｰの
機能強化を追記【P58】
●高次脳機能障害の
支援策を追記【同】

生活安定のための支援 －

在宅・施設ｻｰﾋﾞｽ等の
充実と提供体制の整備

－

保健・医療・福祉の
連携促進

●新生児聴覚検査の啓発を
追加【P66】
●歯と口腔の健康づくり
促進を追加【同】

防犯・防災対策の充実
●視覚障害者情報ｾﾝﾀｰの
支援策を追加【P73)】

地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に

ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄと
相談支援体制の拡充

生活安定のための支援

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの推進

療育，介護・訓練等の
ｻｰﾋﾞｽの充実

保健・医療
ｻｰﾋﾞｽの充実

福祉人材の育成確保

防犯・防災対策の充実

４ 各論１ 総論

①策定の趣旨

②基本的な考え方

③計画期間

④計画の位置づけ

⑤対象とする障害者の範囲

⑥施策体系

計画策定の趣旨・背景
現行①④統合，
法制度等の時点修正

基本的な考え方
文言修正
（「安心」を追記）

計画期間 7年間→6年間

対象とする障害のある人の範囲
文言修正
（障害者基本法の規定）

計画の全体構成 文言修正，内容更新

２ 障害のある人の現状等

障害者手帳
所持者数の推移

精神障害状況等
調査の概要

障害者手帳所持者数の推移 各種データの時点修正

精神障害状況等調査の概要 〃

障害福祉サービス費等の推移
新規に追加
（公費負担額の推移）

障害福祉サービス事業所等の推移
〃
（ｻｰﾋﾞｽの種類と概要も追記）

基礎調査結果の概要 現行の「資料」から移行

３ 重点施策

障害のある人の
地域生活移行の推進

障害のある人の
就労促進と所得の向上

精神障害のある人への
地域生活支援の推進

障害を理由とする
差別の解消

●基礎調査の結果を追加【P25】
●出前講座を通じた普及啓発・広報活動
を追記【P26】
●ﾍﾙﾌﾟﾏｰｸやﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾊﾟｰﾐｯﾄの検討に
関係者の意見を踏まえる旨追記【P27】

雇用・就労の促進等
による経済的自立

●離職防止の重要性を追記【P31】
●職業訓練の実施に雇用の実情に
即する旨を追記【P32】

自らが望む地域・
場所で暮らせるため
の環境整備と
人材育成

●各種データを最新値に更新

今回追加

今回追加

５ プランの推進と進行管理

委員の御意見等を踏まえ内容を修正

①行政と民間の役割分担

②障害保健福祉圏域の設定

③地域における施策の推進体制

④プラン策定の経過

プラン策定の経過 内容更新

障害保健福祉圏域の設定 －

プラン推進のために 現行①③を統合

今回追加

【現行の項目】 【新プランの項目】

【現行の項目】 【新プランの項目】

【現行の項目】 【新プランの項目】 【前回からの主な修正点】

【主な改正点】

【主な改正点】

委員の御意見等を踏まえ内容を修正

【現行の項目】 【新プランの項目】 【前回からの主な修正点】

【現行の項目】 【新プランの項目】 【主な改正点】


